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地域おこし協力隊 牧区棚広集落

益子 泉



牧区棚広集落 地域おこし協力隊
活動の変遷

〇棚田の維持管理

→水稲を中心に農作物の栽培
知識と技術を学ぶ

〇特産品の開発

→米、奈良漬けの需要把握と
雪下キャベツ、サツマイモの
生産計画について

〇販路開拓（ECサイト）

→現状把握、新規農作物の販
売営業

〇情報発信

→上越市SNS、牧振興会SNS

〇イベント

→地域行事イベントの参加

【1年目ミッション】
２０２２年

【2年目ミッション】
２０２３年

【3年目ミッション】
２０２４年

〇棚田の維持管理

→農作業全般と段取り等の支
援

〇特産品の開発

→奈良漬け加工場新設に伴う
業務と商品パッケージなどの
整備

〇販路開拓

→ECサイト断念。新規農作物
の販売営業、マーケティング
講座受講と実践、ふるさと納
税登録など

〇情報発信

→牧振興会SNS、棚広生産組合
SNS開設運営、メディア露出

〇イベント

→地域行事参加、陶芸イベン
ト実施、互の市の参加

〇棚田の維持管理

→農作業全般と営農業務等の支援

〇特産品の開発

→奈良漬け出荷業務と経営支援、
雪下キャベツの出荷と経営状況の
管理

〇販路開拓

→LINE公式アカウント開設と受注
管理、営業活動の継続

〇情報発信

→棚広生産組合SNS開設運営、メ
ディア露出

〇イベント

→地域行事参加、互の市の参加、
雪下キャベツ収穫体験企画（天候
不良のため中止）



【農作業と加工業の活動】



【販売営業についての活動】



【情報発信やイベントの活動】



【情報発信やイベントの活動】



【その他】



３年間の振り返り

• 三年間はあっという間だったが、これから棚広で暮らしていくことを考える
と協力隊で活動した３年間は長いように感じる。

• すべての状況は、毎年違う。（気候、農作物、組合、集落、家庭）

• 私の農作業ははっきり言って、足手まとい（今でも）だと思う。でも、ありが
とうと感謝されるとうれしい。

• 集落の皆ができない仕事（新たな取組み）に対しては100％の力を出す。
集落の皆ができる仕事（農作業）は120％の力を出すことが大切だと思う。

• 「とりあえず、やってみる/話してみる/聞いてみる/会ってみる/行ってみる」
は良いことがやってくる。選定はしすぎない。

• 無駄なおしゃべりは一番大事だと感じる。

• 色々と愛着がわく。

• 集落の皆さんの考えは色々あって、感じていることはそれぞれ違うが向い
ている方向は同じだと思う。



＊あるお母さんに言われた一言＊

「私たちと同じ、田んぼに入って働いてくれだけで嬉しい」

⇒農業は文化だと感じた。

私が田んぼに入って集落の人と働くことは、過去（今まで働いてきた
集落住民）と現在（今）と未来（これからの集落のあり方）を行き来する
こと

⇒「大したことはしていない」といつも感じている。

⇒山奥で田んぼを見ていると昔の人はすごいなと素直に思う。

事象を見つめて、みんなで分かち合いたいと思うようになった。



退任後の予定

【牧区棚広集落に定住】

・陶芸アトリエの開業（夏予定）
・棚広生産組合での仕事（今後も変わらず）
・集落のかかわり（今後も変わらず）
・家族で制作、畑、縄ない
・任意団体（令和６年～活動中）
「まきにぃる」での企画運営など
・ボランティア活動


